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水の知（サントリー）総括寄付講座の研究指針 

 
 
 
研究指針 

 
東京大学総括プロジェクト機構「水の知」（サントリー）

総括寄付講座は、分野・組織横断的な観点から、国内外の

水問題の取り組みや次世代人材育成を実施する点に大きな

特徴があります。「水の知」とは、科学技術のみならず、歴

史や文化など、人と水との関わりあいに関する総合的な知

識体系を指します。この知識体系は、①水問題の発見と特

定、②先端的な研究や技術開発、③獲得された知識の統合

と構造化、④水リテラシー（水問題に対する意識と解決へ

の適切な知識）の普及、を相互に連動しながら実施するこ

とで、進展するものと考えられます。 
本講座では、「健康で文化的な暮らしを支える豊かな水環
境の実現」を主軸とし、分野・組織横断的な特長を最大限
に生かして総合的に問題を認識し、その解決方法を模索します。これに向け、国内外の課題とその
解決方法に関する最先端の水の知識を本講座に集約し、体系化するシンクタンクとしての機能を持
ちます。研究活動の成果は、市民・小中学生・高校生・大学生・企業向けのセミナー、講義、コン
サルティングを通じて広く社会に公開し、「水の知」の普及を実施します。 
 
「水の知」（サントリー）総括寄付講座への関わり方 
 本講座は研究成果を一方的に発信するだけではなく、水問題や水の知に関心のある市民・学生・

研究者・政府関係者・企業関係者などの参加を広く受け入れ、より統合的な水の知を構築していく

予定です。 
 「サイエンス・カフェ」・「オムニバス

講義」を年 1回程度実施する予定です。
また、サントリーが開催する「水育

みずいく

親子

わくわく体験教室 inお台場（毎年 8月 1
日開催）」や「水育出張授業」にて、本講

座の教員も講師やアドバイザーとして

「水の知」の普及に貢献します。奮って

ご参加ください。 
 これらの本講座への参加機会に関する

情報を本講座ウェブサイトで随時告知し

ていく予定です。また、これ以外にも、

本講座との連携企画の提案は歓迎します

ので、講座事務局までご相談下さい。 

① 本講座は、広く社会に「水の知」を普及するために、最先端の水の知識を集約し、体系化す

るシンクタンクとしての機能を持ちます。 

② 「健康で文化的な暮らしを支える豊かな水環境の実現」に取り組みます。 
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活動内容 
1. 「水の知」の集約と情報発信 

① 人口増加および気候変動に伴う水循環・水資源需給量の変化への対応 

 気候変動、人口増加、経済発展および都市化に伴い、水資源の供給可能量や需要量が変化し、水

不足がさらに深刻化する地域の広がりが懸念されています。海水淡水化や排水の再利用といった技

術が解決方策として期待されていますが、地域ごとに最適な対策が異なることが考えられます。こ

のような現状を踏まえ、地域の特性を把握しながら水問題を多面的に捉え、課題の特定を行います。 
 
② 水のライフサイクルアセスメント（LCA）手法の構築と普及 

 水利用は取水起源、利用形態、処理方法次第で、地球環境および水資源そのものの持続性に大き

な影響を及ぼします。従って、目先の水消費量だけなくこれら一連のプロセス（ライフサイクル）

およびそれによる周辺環境への影響を包括的に評価することが持続的水利用のためには不可欠です。

本講座では、上記の点をふまえ（エネルギー消費量や CO2排出量をベースにした）従来の LCA を
拡張した概念・評価手法を構築し、社会に発信していきます。 
 
③ 水に関する最先端知識の発信 

 サントリーでは、水に関する知見をまとめた「水大事典」をウェブサイト上で公開しています

（http://www.suntory.co.jp/company/mizu/jiten/）。そこには、世界中の水資源量、私たちが使う水の利
用量や水の保全の仕方などが紹介されています。本講座の活動を通じて特定した“解決すべき水問

題”や“最新の知見や技術”を分かりやく解説したものを集約し、この「水大事典」を発展・増強

します。 
 
2. 健康で文化的な暮らしを支える水環境の実現 

① 森林保全と水源管理の科学 

 森林の保全は健全な水源を守るためには欠かせない要素です。しかし、今後の気候変動に伴う降

雨パターンの変動や気温上昇による樹木の種類や成長の変化などを考慮すると、健全な森林と水源

を守るためには、水の供給量や必要可能量の評価といった科学的裏づけが欠かせません。良質な水

を持続的に確保するための適正な森林保全と水源管理手法を研究します。 
 
② 都市水環境における汚染物質の動態解析とリスク管理 

 安全で安心な水への期待と需要は、今後ますます増加すると予想されます。近年、現行の浄水処

理プロセスでは除去しにくいような汚染物質が水道水に含まれ、発ガンなどの健康被害をもたらし

うることが明らかになってきました。さらに、気候変動による渇水と都市域への人口集中により、

水質が悪化し、健康リスクが増加することが懸念されています。そこで、都市水環境における様々

な汚染物質の起源と動態を明らかにし、汚染物質による健康リスクを定量化した上で、効果的な水

処理技術の開発や負荷源別の削減対策の提案を行います。 
 
③ 統合的水資源管理の実現へ向けた国内外の地域研究 

 水源地の管理や生活用水・工業用水・農業用水の用途間配分を適切に行うには、治水・利水・環

境を考慮しながら流域全体を統合的に管理する視点が必要です。さらに、複数の国を流れる国際河

川の流域では、各国の政治・経済・文化・歴史などの社会的な背景を考慮することも必要です。本

講座では、国内外の代表的な地域を対象に、流域単位での水資源の最適配分に基づく統合的管理方

法を提案し、政策立案過程における意思決定支援情報を社会に発信します。 
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